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研究成果の概要（和文）：ヒトの高度な認知機能の進化的基盤を探るため、社会的知性に着目し

て、ヒトに近縁な大型類人猿を対象に比較認知科学的研究をおこなった。自己理解について、

大型類人猿も時間軸を通した自己認識をしていること、自己名を特異的に処理していることが

示された。他者理解について、ヒトと同様の顔の全体処理が認められる一方で、協力場面で相

手に対して意図の明示的表示が欠如し、三項関係の成立が困難であることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：The present project aimed to investigate the evolutionary basis of 
human complex cognition by exploring social intelligence from comparative cognitive 
perspectives. Regarding the understanding of self, the study showed that great ape have an 
understanding of proper self as well as specific processing of the sound of the own name. 
Regarding the understanding of others, they showed holistic processing of facial pictures in 
a similar way to humans, while they lacked ostensive communicative behaviors to their 
cooperative partner, or triadic interactions of self-other-object, which are both fundamental 
characteristics of humans. 
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１．研究開始当初の背景 
ヒトを含め、集団で暮らす多くの霊長類は、

複雑な社会において複雑な社会交渉をおこ
なわねばならない。そのために知性の進化が
促進されたのではないか。これが「社会的知
性仮説」の主張である。「社会的知性仮説」
を援用した類人猿の実験心理学的研究は、世
界的に注目されている領域である。本研究代
表者の研究からも、協力や欺き、観察学習と

いった高度な社会的行動がチンパンジーで
認められることが明瞭に示されてきた。また、
他者理解の基盤となる自己理解についても、
チンパンジーは高度な理解力を示すことが
知られている。本研究代表者の研究において
も、ビデオカメラに映された生の自己像をチ
ンパンジーが正しく自己と認識しているこ
とが確認されている。 
しかし、協力行動や欺き、社会的学習、あ
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るいは自己認識について、それを成立させる
至近的なメカニズムについては必ずしも明
らかにされてこなかった。また、個々の研究
課題のなかで、対象個体に大きな個体差が認
められることが往々にしてあるが、こうした
個体差が生じる背景についてもあまり注目
されてこなかった。そこで、大型類人猿の自
己理解と他者理解を詳細に検討し、その相互
の連関を調べる研究を着想するに至った。 
 
２．研究の目的 
本計画では、大型類人猿を対象として、他

者理解と自己理解の諸相を様々な角度から
明らかにし、さらに、種間比較ならびに個体
間比較を通じて、他者理解と自己理解の相互
の関係を分析することを目的にした。これに
よって、自己理解と他者理解の進化的基盤を
明らかにすることを目指した。具体的には次
にあげる項目について検討することを目的
とした。 

(1) 自己認識に及ぼす時間軸の影響 
大型類人猿が、鏡やテレビモニターに映さ

れた生の自己像を理解することができるこ
とは様々な先行研究で示されている。しかし、
過去の自己像の理解について調べた研究例
はない。そこで、時間的に遡った過去の自己
像の理解について、実験的に検討した。 

(2) 自己名に対する認知的処理 
大型類人猿が自己の名前を認識することが

できることは多くの関係者が合意するとこ
ろであるが、それについて科学的に検討を加
えた例は稀である。事象関連電位の測定を通
じて、自己名に対する認知処理を解明するこ
とを目指した。 

(3) 向社会行動とコミュニケーション 
他者と何らかの共同作業をおこなう際に、

大型類人猿がどのようなコミュニケーショ
ン行動をおこなうか確かめることを目的と
した。 

(4) 社会的学習のメカニズム 
道具使用行動を社会的に学習する際に、他

者の動作の具体的に何に注目して何を学ん
でいるのか明らかにすることを目指した。 

(5) 顔認知 
他者認識の基本となる顔認知について、ア

イトラッカーによる視線計測と事象関連電
位の測定を通じてその特性を明らかにする
ことを目的とした。 

(6) 他者の動作の知覚 
何らかの目的のある動作を他人がおこなう

際に、その動作のどの部分に着目するのかを
アイトラッカーによる視線計測で明らかに
することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

(1) 自己認識に及ぼす時間軸の影響 
ビデオカメラで撮影した大型類人猿の顔の

正面映像を、遅延時間を挟むインターフェイ
スを介してモニターに提示した。これによっ
て、一定の遅延時間のある自己像を被験体が
見た際の反応を記録した。 

(2) 自己名に対する認知的処理 
スピーカーから、予め録音した被験体の名

前、および対照条件として他個体の名前や人
工的ノイズを流し、これを被験体が聞いた際
の事象関連電位を脳波計によって記録した。 

(3) 向社会行動とコミュニケーション 
他者との協力が必要な実験的課題場面や、

食物分配など自然な場面での行動を記録し、
その際に生じるコミュニケーション行動や
意図明示的行動について分析した。 

(4) 社会的学習のメカニズム 
ある道具使用行動を、モデルとなる 1 個体

に実験者が人為的に教え、未習得の個体がモ
デル個体からどのように学習するのか検証
した。 

(5) 顔認知 
モニター上に、様々な顔映像を提示した。

これを被験体が見る際の事象関連電位を脳
波計によって計測し、また、アイトラッカー
によって視線の計測もおこなった。 

(6) 他者の動作の知覚 
モデルとなる実験者がコップにジュースを

注ぐなど、何らかの目的を果たすための動作
をモデルがおこなう場面をモニター上に提
示し、これを被験体が見る際の視線をアイト
ラッカーによって計測した。 
 
４．研究成果 

(1) 自己認識に及ぼす時間軸の影響 
チンパンジーのうち一部の個体は、最大 4

秒の遅延時間を挟んだ自己像を正しく自己
と認識している行動指標を示した。チンパン
ジーの自己認識が時間軸を通じた高度なも
のであることが示された。その一方、オラン
ウータンでは、生の自己像に対しては自己認
識の証拠となる反応がみられたが、遅延時間
を挟んだ映像に対してはそうした反応は生
起しなかった。大型類人猿の中でも自己認識
のレベルに種差があることが示唆された。 

(2) 自己名に対する認知的処理 
被験体のチンパンジーは、自己の名前を聞

いたときにだけ、音声開始から 500 ミリ秒後
付近で顕著に陰性の脳波成分を示した。自己
名とそれ以外の音声とを区別して認知処理
していることを表す結果である。 

(3) 向社会行動とコミュニケーション 
実験的な協力課題をチンパンジーも学習し

て解決することができるが、その際に協力相
手とアイコンタクトを取ることはなく、その
他の意図明示行動も見られなかった。他者と
の意図の共有という点で大型類人猿とヒト
の間に大きな違いが存在することが考えら
れる。また、自然場面で、食物分配や、年長



 

 

個体が年少個体の移動の手助けをする事例
について観察し、種間比較をおこなった。そ
の結果、チンパンジーとボノボでは質的な差
は認められないことが示唆された。 

(4) 社会的学習のメカニズム 
道具使用の社会的学習の際、大型類人猿で

は真の模倣が成り立ちにくいことが確認さ
れた。他者の動作の中から、目的、手段、対
象物といった個々の要素を別々に理解して
いることが示された。 

(5) 顔認知 
チンパンジーを被験体として、顔認知に特

異的な脳波成分がいくつかの潜時帯で確認
された。ただし、ヒトの顔認知に特異的な
N170 は認められず、ヒトと異なる認知処理
がおこなわれている可能性が示唆された。ア
イトラッカーを用いた視線計測では、チンパ
ンジーもヒトと同様に顔の全体処理がなさ
れて倒立効果が生じることが示された。 

(6) 他者の動作の知覚 
他者の動作を見る際、チンパンジーは操作

される対象物に非常に強い注意を向け、操作
する個体にはほとんど注意が向かないこと
が示された。ヒトにおいて成立する自己－他
者－物の三項関係が大型類人猿では成立し
ないことを裏付ける結果である。 
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